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子ども安全に関する情報の
LINEボットによる提供・収集・分析

この発表は録画・録音・撮影してもらってOKです。



本発表の概要（1分間サマリー）

● LINEの自動応答ボット
のプロトタイプを開発：

● トーク上で、子どもの安
全に関する確かな情報
が得られる

● クイズ形式で学べる
● プッシュ送信で最新

情報が提供される
● 個々のユーザの事情に

合った安全情報が提示
されるのを目指す



はじめに

● 子どもの事故は、世界中で死亡原因の第一であり、大きな健康問題であるとともに経済的損失も大きい。
● 特に日本では、子どもの事故が発生すると「見守っていなかった保護者が悪い」の一言で済まされてしまうことが。
● その見守るべきとされる保護者も、子どもの事故の実情や科学的知見に基づく予防策について教育を受ける機会はほとんどない状態でありながら、失敗すれば責められる、という過酷な状況である。



何を開発したか

● LINEトーク上で子どもの安全に関する確かな情報を手軽に得る
ためのLINEボットのプロトタイプを開発。

● クイズ形式で学ぶことができ、プッシュ形式で最新情報等を受け
取ることも可能。

● ユーザが書いたメッセージを分析して各ユーザの属性を推定
し、ユーザ毎に最適な安全情報の提供を行うことも可能。



LINEボットの構成（1）

● LINEボットの開
発は、LINE 
Developersサイ
トでMessaging 
APIのチャネルを
作って行う。

● ユーザは、LINE
ボットを「友達」と
して登録する
と、LINEトーク画
面上でボットと
チャットを行うこと
ができる。LINE Developers サイト



LINEボットの構成（2）

● 利用者のLINEアカウントのuserId を送信先に指定することで、
LINE messaging APIのメッセージ送信機能を用いて任意のタ
イミングでボット側からユーザへメッセージをプッシュ送信するこ
とが可能。

● ユーザからのメッセージ内容はログに記録することが可能。

● LINEボットのプロトタイプは複数を開発中。



LINEボットのプロトタイプ#1

● 左図は、開発したLINEボットのプロトタイ
プのうち、クイズが出題できるものの画面
例。

● 過去にあった子どもの事故や予防方法
について、クイズ形式でユーザがボットと
インタラクティブにやり取りすることによ
り、事故防止の的確な知識が得られる。



LINEボットのプロトタイプ#2

● 過去の事故事例をカード形式で提示し、その
予防法等を、外部サイトへのリンクで誘導して
提示する

● 将来的に、ユーザが情報提示に対してどのよ
うなアクションを起こしたかを記録しておくこと
で、各ユーザの態度に応じた働きかけが可能。

例）事故情報を見ただけのユーザには、予防情報をプッシュ送
信したり、危険性をちゃんと理解できているかを把握するための
クイズをプッシュ送信する。

⇒回答結果から理解度を把握する。

ボット側からアクティブにユーザの状況を把握
しつつ働きかける。




想定される活用法（1）

＜LINEボットから提供する安全情報の種類＞
● 過去にあった事故
● 最近起こった事故
● その予防方法
● 子ども向けの製品を選ぶ際に安全の基準となる情報
...など

＜提示する形式＞
● クイズ形式
● カード形式
● メニュー形式（トーク画面下部に固定表示される）

適時での情報提示にも対応する予定：
個々のユーザが実際に困ったとき（例：誤飲した場合など）に、状況をメッセー
ジで伝えれば対処法が提示されるなど



● 各ユーザからの様々なメッセージはユーザ毎に記録されている
分析することで、ユーザの属性（どれくらい積極的か、子どもの年齢、日々の生活でよく遭遇する場面、など）を推定し、各ユーザに合う情報を個別に提示する適応的な動作が可能。

● それにより、既存の子ども安全情報データベース（月齢/年齢/事故予防に関連した製品/事故の種類/事故状況の説明など）に基づく、最適な情報提供も可能。

想定される活用法（2）



● 保育士、保健師、看護師、小児科医などに本LINEボットを試用
してもらったところ以下のようなコメントが得られた。

「育児用品や自転車等を購入する際のチェックポイントを知れる
と良い」

「事故が起きてしまった際に、すぐに病院を受診すべきか様子を
見てよいのかの判断ポイントを知れると良い」

「やけどや誤飲等、受診前の処置が有効なものに関しての対処
方法を知れると良い」

試用者からのコメント
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